
日   時： 令和7年11月25日（ 火） 　 13： 30～14： 20

場   所： ㈲ラ イ ジング　 デイ サービス サンラ イ ズ

講　 師： 歯科医　 嘉手納　 一彦氏（ 那覇市保健所　 健康増進課　 健康づく り グループ）

選択肢 人数 割合

理解でき た 11 79%

やや理解でき た 2 14%

あま り 理解でき なかった 1 7%

理解でき なかった 0 0%

総計 14 100%

選択肢 人数 割合

はい 14 100%

いいえ 0 0%

総計 14 100%

オーラ ルフ レ イ ル予防について①～講話～

令和7年度 那覇市在宅医療・ 介護連携推進事業

介護関連施設と 医療と の連携に関する 作業部会

参加者： 34名（ 看護師4名、 介護職員6名、 管理者2名、 相談員2名、

　 　 　 　 　 　 　 デーサービ ス 利用者19名、 その他1名）

回答者： 14名　 回収率71.4％（ 利用者、 その他除く ）

3． 口腔ケアについて、 貴施設での課題、 工夫し ている こ と を教えてく ださ い。

・ 食事前のパタ カラ 体操を行っている ・ ・ ・ が、 やってく れない方も 多い。 認知予防に

なる こ と など を説明し てみんなで予防体操ができ る よ う にし ま す。

・ 機能訓練においても 気になる 方、 必要な方には嚥下訓練を実施。

・ 口腔訓練において、 ペッ ト ボト ル、 ス ト ロ ーを使用し 嚥下機能訓練を行えていけたら

と 思いま す。

1． 演題： 『 オーラ ルフ レ イ ル予防について』 （ 講師： 嘉手納一彦 氏） は理解でき ま し

たか。

2． 明日から の業務に活かせそう ですか。

・ 口腔ケアのし づら い人などみんなでどう やったら いいかを話し 合い統一する よ う にし

ていま す。

・ レ ク 時間に口腔体操（ パタ カラ ） を行っていま す。

・ 細めに口腔ケア実施（ 最低でも 3回/日） 。 パタ カラ 体操実施。

理解でき た

79%

やや理解でき た

14%

あま り 理解でき なかった

7%

はい

100%



4． 出前講座の感想、 今後希望する テーマがあり ま し たら 教えてく ださ い。

・ 口腔ケアが綺麗にでき ていなく て口の中が汚れている 人が多い。 ベロ に苔がついてい

る 人がいる 。

・ 口の中を綺麗にする 。 自分ででき ない方は介助し ていま す。

・ 入ったばかり だから 職員に聞いて色々なやり 方（ が勉強に） なり ま し た。

・ 開口困難で奥歯のブラ ッ シングの方法を実践し て欲し かったです。

・ と ても わかり やすく 施設でも 活かし ていき たいです。

・ 口腔ケアの実技を、 実際に歯科衛生士さ んから 学べる 機会があればいいなと 思いま

す。

・ パタ カラ 運動は、 口を大き く 動かし 、 一つ一つ運動する 。 実演があればも っと 良かっ

たと 思いま す（ 口腔ケア） 。

・ 歯はと っても 大事な役目をし ている んだなと 思った。 口腔ケアはと っても 大事。

・ 色々なこ と を教えても ら いあり がと う ございま し た。

・ 初めて聞く こ と も あって、 色々な新し いこ と が勉強になり ま し た。

・ 昼食前に誤嚥予防と し て、 パタ カラ 体操に取り 組んでいま す。

・ 朝昼晩はみがき をさ せても ら っていま す。 ご自分で出来ない方は介護さ んと ケアさ せ

ても ら っていま す。

・ 特に工夫はないと 思いま す。 日々の業務に追われ、 磨き 残し がないのか確認はし てい

る く ら いです。

・ 理解でき ない方への実地法（ 口内を磨く だけで良いのか、 適し た物品は何か） 。

・ 口腔体操や口腔ケアを拒否する 方への対応等どう し ていく か課題です。

・ 姿勢の大切さ 。 そし て固形と 汁物を一緒に入れない方がいい。 と ろみをあげていれば

誤嚥になら ないと いう のは思い込みだと わかり ま し た。 日々のト レ ーニングの大切さ を

実感し 、 と ても 勉強になり ま し た。 本当にあり がと う ございま し た。

・ 食べる と き の姿勢。 固形物と 水分は別で食べても ら う 方が良いこ と 。 円背の場合には

と ろみをつけても 誤嚥がある こ と 、 沢山勉強になり ま し た。

・ 歯に対する 意識。



日   時： 令和7年11月25日（ 火） 　 14： 25～14： 45

場   所： ㈲ラ イ ジング　 デイ サービ ス サンラ イ ズ

講　 師： 歯科医　 嘉手納　 一彦氏（ 那覇市保健所　 健康増進課　 健康づく り グループ）

令和7年度 那覇市在宅医療・ 介護連携推進事業

介護関連施設と 医療と の連携に関する 作業部会

オーラ ルフレ イ ル予防について②～質疑・ 意見交換会～

参加者9名（ 歯科医1名、 歯科衛生士1名、 サンラ イ ズ職員4名、 鏡原偕生園職員2名、

　 　 　 　 　 　 作業部会リ ーダー1名）

1． 機能訓練で良い方法はないか。

・ 以前ピ ロ ピ ロ 笛を用いて機能訓練を行ったこ と がある が、 使い回し ができ ずコ ス ト がかかっ

た。

講師よ り

・ ペッ ト ボト ルに水を入れス ト ロ ーでブク ブク する 方法も ある 。 本人に合わせて太・ 中・ 細の

ス ト ロ ーを用意する 。 細いも のはよ り 圧力がかかり 訓練になる 。

・ ガムも 効果的である 。 飲み込みのリ ス ク は考慮する 必要がある が、 特にフーセンガムは口唇

や舌等様々な機能を使う ため最近注目さ れている 。

・ キシリ ト ール100％を選ぶと 良い。

2.　 姿勢について

講師よ り ： 介護者が立ったま ま 上から 食事介助する こ と は危険。 目線を合わせ介助する 。 ベッ

ド 上では、 膝を曲げて60度の姿勢を保つ。

3.　 評価について

講師よ り ： 反射唾液嚥下テス ト RSSTは費用のかから ない検査で良い。 ま た、 口腔機能測定アプ

リ 『 パタ ッ カー』 や『 く ちけん』 がある 。

4.　 と ろみについて

講師よ り ： ゼラ チンゼリ ーは凝集性があり 、 喉頭蓋等にある 食物残渣を取り 組む作用がある 。

ま た体温で水分に変わる ので、 固形物を誤嚥する よ り 危険性が軽減さ れる 。 逆に冷やすと 固ま

る 性質も ある ので、 アイ ス 刺激で嚥下反射を誘発し 、 マッ サージの効果も ある 。


